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「眠れる予言者」

ルドルフ・シュタイナールドルフ・シュタイナー
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人智学の創始者

二人の神秘思想家が紐解く、失われた古代文明の叡智



エドガー・ケイシーの古代文明観エドガー・ケイシーの古代文明観

「眠れる予言者」

催眠状態でリーディングを行い、過去の記

憶にアクセス

1877-1945年

14,000件以上のリーディング記録

アトランティス文明の概要

ケイシーのリーディングによれば、アトランティスは現在の大西洋に存在した高度な古代文明。リーディングした約

1600人中、700人がアトランティス人の前世を持つとされた。

高度な技術文明

「ファイヤー・ストーン」と呼ばれる巨大なクリスタルによるエネルギー発生

電気、航空、通信などの発達した技術

光と音を用いた治療技術

現代よりも進んだ科学技術、特にエネルギー操作

文明の崩壊と破滅

ケイシーによれば、紀元前10,000年頃に最後の大破壊が起きた

クリスタルエネルギーの不適切な使用による災害

物質主義と霊性の分離による倫理的堕落

大陸は3度の大きな分裂と沈没を経験

エジプトとの関連

ケイシーによれば、エジプト文明はアトランティス難民によって形成され、古代の知恵と技術が伝承された。特に

スフィンクスの土台には、アトランティスの記録が保管されているとされる。
出典：エドガー・ケイシー・リーディング記録



ルドルフ・シュタイナーの人智学的古代史観ルドルフ・シュタイナーの人智学的古代史観

人智学の創始者

アーカーシャ年代記から宇宙の秘密を読み

解く

1861-1925年

『宇宙の記憶』『神秘科学概論』著者

アーカーシャ年代記とは

シュタイナーによれば、宇宙のすべての出来事は「アーカーシャ」と呼ばれるエーテル的な記録媒体に保存されてお

り、超感覚的知覚によってアクセス可能。人智学では、この記録から地球と人類の進化の全歴史を読み取ることが

できるという。

宇宙進化論と根源人種論

地球の進化を7つの惑星状態（土星期、太陽期、月期、地球期、木星期、金星期、火星期）として解釈

各惑星期は7つの生命状態、各生命状態は7つの形態状態に分けられる

現在の人類は第5根源人種（アーリア人種）に属す

先行する根源人種として第3根源人種（レムリア人種）と第4根源人種（アトランティス人種）がある

レムリア時代

約2億年前から約1,000万年前まで

インド洋付近に存在した大陸

人類はまだ霊的存在で、物質性と性別が現れ始めた時代

霊的指導者「神々」の直接的な導きがあった

火山活動による大災害で沈没した

アトランティス時代
出典：『アーカーシャ年代記より -宇宙の記憶-レムリアとアトランティス』



アトランティス文明の比較アトランティス文明の比較

エドガー・ケイシーとルドルフ・シュタイナーが語る失われた大陸の特徴と違い

比較項目 エドガー・ケイシー ルドルフ・シュタイナー

時代設定 約1,000万年前に出現し、紀元前10,000年頃に最終沈没 約85万年前に出現し、紀元前9,564年頃に最終沈没

文明の特徴 ・高度な技術文明

・クリスタルエネルギー利用

・物質的にも精神的にも高度に発達

・3度の大破壊と沈没を経験

・自然力を意のままに操る能力

・優れた記憶力を持つ

・霊的な力と物質的な力の融合

・7つの小人種(各文化期)に分類

技術と能力 ・「ファイヤー・ストーン」によるエネルギー生成

・電気技術、航空術、通信技術

・光と音を用いた治療法

・テレパシーとサイキック能力

・思考による物質の操作

・生命力(エーテル体)の直接操作

・呪文や儀式による自然力の制御

・アーカーシャ(宇宙の記憶)へのアクセス

社会構造 ・「息子たち」と「娘たち」の二派に分裂

・霊性を重視する集団と物質技術を重視する集団

・高度なカースト制度

・神官指導者層による統治

・「オラクル」(神託所)を中心とした社会

・トゥラニア人やモンゴル人など7つの小人種出典：エドガー・ケイシーリーディング、『アーカーシャ年代記』(ルドルフ・シュタイナー著)



レムリア・ムー文明についてレムリア・ムー文明について

太古の大陸文明の謎 - アトランティス以前の失われた世界

地理的位置と時代設定

レムリア大陸：インド洋から太平洋南部にかけて存在したとされる大

陸。現在のマダガスカル、インド、オーストラリア、太平洋諸島を含む

ムー大陸：主に太平洋に存在したとされる大陸。チャーチワードによっ

て提唱され、ケイシーのレムリアと重なる概念

レムリアはアトランティスよりも古い文明で、シュタイナーによれば約2

億年前から1,000万年前まで存在

エドガー・ケイシーの見解 ルドルフ・シュタイナーの見解

"レムリアはアトランティス以前の文明

であり、太平洋に存在した"

レムリアとムーを同一視する傾向

ケイシーのリーディングでは、レム

リア・ムーに言及することはアトラ

ンティスほど多くない

レムリア人は高度な精神能力を持

ち、テレパシーや物質操作が可能だ

った

レムリア人の一部はアトランティス

文明を形成した

「太陽の息子たち」と呼ばれる霊的

指導者層が存在

"レムリアは第3根源人種の時代であ

り、人間の個体化が始まった"

人智学では明確な位置づけ：第3根源

人種（レムリア人種）の時代

インド洋を中心に大陸が存在したと

する

レムリア人は両性具有から性別分化

へ進化

意志力で直接物質を操作できる能力

を持っていた

火山活動による大災害で沈没し、第4

根源人種（アトランティス人種）へ

進化

「ルシファー」の影響による誘惑と

堕落が発生

●●
レムリア大陸●●

ムー大陸

●●
アトランティス

出典：『エジプトからアトランティスへ』、『アーカーシャ年代記』、ジェームズ・チャーチワード著『失われたムー大陸』



現代への影響と意義現代への影響と意義

エドガー・ケイシーとルドルフ・シュタイナーが語る古代叡智が現代にもたらす洞察

 スピリチュアルな成長への示唆

"我々の魂は、アトランティスの時代から多くの転生を経験し、その経験を今に活かす

ことができる" —ケイシー

過去生のカルマ的影響を理解することで現在の人生の課題を把握

シュタイナーの三分節社会論に基づく霊的・精神的・物質的調和

古代アトランティスの霊視能力の現代における復活の可能性

エゴを超えた高次意識への目覚めと集合意識への貢献

 教育と人間発達への応用

"子どもの発達段階は、人類の古代文明の発達段階を繰り返す" —シュタイナー

シュタイナー教育（ヴァルドルフ教育）：人類進化の叡智を取り入れた全

人教育

芸術・科学・精神の調和的発達を目指す教育アプローチ

ケイシーの提唱した直観力と創造性を育む教育方法

古代アトランティスの教育法から学ぶ能力の目覚めを促す技法

 医療と癒しの技術

"アトランティスでは、光と音と色彩を用いた治療法が存在した" —ケイシー

ケイシーのホリスティック医療：身体・精神・魂の統合的癒し

シュタイナーのアントロポゾフィー医学：自然療法と現代医学の融合

クリスタルヒーリングやサウンドセラピーなど古代の癒し技術の現代的応

用

薬草療法とバイオダイナミック農法による健康維持

 芸術と文化への影響

"芸術は霊的世界と物質世界をつなぐ架け橋である" —シュタイナー

シュタイナーのオイリュトミー：見える言葉と見える音楽の芸術

ゲーテアヌム建築に見られる有機的形態と宇宙的調和の表現

現代のニューエイジ音楽や神秘主義的芸術への影響

アトランティス・レムリアの象徴と神話を用いた現代アート
参考文献：『エドガー・ケイシーの予言』、『シュタイナー 人智学への道』、『アトランティス文明の遺産』


